
（別紙３）

～ 令和8年2月22日

（対象者数） 118 （回答者数） 55

～ 令和8年2月22日

（対象者数） 13 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
長年かけて築いてきた支援プログラムについて、体系的なま

とめ作業をしていきます。

2

支援に対して各々が考えていることや気づきを共有する機会

を設け、こどもの発達に対するアプローチ方法でさらに工夫

できることはないかを模索して、支援内容の充実を図ってい

きます。

3

外部講師による学びだけでなく、お互いの専門領域をさらに

学び合い、発達に関する知識を深め、こどものアセスメント

が適切にできるよう取り組みます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフ間で支援のねらいを擦り合わせる機会を意識的にす

ることと、粗大な運動遊びのプログラムの提供の仕方の見直

しをしていきます。

2

保護者からの申し出を待つだけでなく、職員から日頃より声

をかけ、保護者支援をより手厚く実施できるように取り組み

ます。

3

多くの方が利用しており、個人情報の観点よりSNS等による

発信の難しさがあるが、保護者のニーズの有無に合わせて検

討していきます。

○事業所名 春日井こども発達支援センターてくてく

○保護者評価実施期間
令和8年2月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

ホームページやSNS等を通して、てくてくからの情報を発信す

る取り組みをしていないこと。

手紙や掲示による紙媒体や直接お話することで情報を発信して

いる状況であること。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

グループ療育において、粗大な運動遊びを活動として行う際

に、こどもの安全に配慮しつつも、伸び伸びと遊ぶことができ

る環境を提供すること。

こどもの思いや行動を尊重するあまり、集団のルールが分かり

にくい状況が発生しやすいことと、支援前にこどもの動きの予

測を踏まえた上で、役割分担をする打ち合わせが不足している

こと。

定期的な面談以外に子育てに関する面談を、保護者の求めるタ

イミングで設定できていないことがあること。

多くのスタッフが支援に関わっているため、どの職員に相談を

申し出たらいいのか分かりにくいことや、職員が忙しそうにし

ていたり、他の対応に当たっていたりすることで、保護者のタ

イミングで発信しづらいこと。

こどもの発達状況と特性に合わせて、充実したプログラムの提

供をしていること。

支援プログラムの立案と実施計画において、全職員で打ち合わ

せを行っています。こどもの発達課題に合わせたプログラムを

考え、こどもがどのように育つとより良いか、少し先の将来の

イメージをもって支援できるように取り組んでいます。こども

にとっての遊びが遊びとなり、”したい・やりたい”とこどもか

ら発信されるよう遊び(活動)を展開しています。

こどもの支援に関して、豊富な知識と高い技術を有する複数の

専門職種で構成された職員体制で、グループ療育を行っている

こと。

保育士が主となりプログラムを実施し、作業療法士と言語聴覚

士も加わり療育を行っています。また、こどもの発達特性を客

観的に捉えて、こどもの発達課題に応じて細やかに支援をし、

豊かな発達ができるよう取り組んでいます。

職員の研修を行い資質向上に努めていること

外部講師を招き、こどもに関する基礎的な知識を学問的に学び

直す機会を設けています。また、実際の療育場面の映像を用い

てケース検討を行い、こどものアセスメントや支援方法が適切

かを考え、講師の助言も頂きながら支援の質の向上につなげて

います。

事業所における自己評価総括表公表


